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Evaluating age-related change in lip sense
using somatosensory evoked magnetic fields
















若年者群（20-27 歳）31 名の 62 半球，高齢者群（63-76 歳）29 人の 58 半球を対象とした。下唇に持続
時間 0.3ms の電気刺激を 0.7Hz で 600 秒間加えた。頂点潜時 13ms 付近の第一成分 N13m，および頂点
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若年者（20-27 歳）31 名の 62 半球，高齢者（63-76 歳）29 人の 58 半球を対象としている。下唇に持続
時間 0.3ms の電気刺激を 0.7Hz で 600 秒間加え，頂点潜時 13ms 付近の第一成分 N13m，および頂点潜
時 21ms 付近の第二成分 P21m の信号源を単一電流双極子モデルで推定した。得られた信号源を被験
者の MR 画像に表示し，解剖学的中心溝に推定できた場合のみを対象として，刺激強度，潜時，信号
強度について 2 群間で比較検討している。また信号強度と刺激強度の間の相関についても検討してい
る。
その結果，本研究は以下の点を明らかとした。
①刺激強度に有意差は認められなかった。
② 第一成分では，潜時は高齢者で有意に延長し，信号強度も有意に増大していた。また刺激強度と
信号強度との相関は両群とも認められなかった。
③ 第二成分では，潜時は高齢者で有意に延長し，信号強度には有意差は認められなかった。また刺
激強度と信号強度については，若年者で正の相関が認められたが，高齢者では認められなかった。
以上の結果から，口唇刺激時の体性感覚誘発磁界第一成分は加齢により潜時の延長と信号強度が増
－ 64 －
大することを明らかにし，脳磁計測は口腔感覚の加齢変化の客観的な評価において有用であることを
示した。潜時の延長と信号強度の増大については，正中神経刺激時に報告されている末梢における伝
導速度の低下と動物実験で報告されている GABA 抑制系シナプスの減少の可能性について示唆した。
なお，第二成分において異なる結果が出たことについては信号源が異なり，正中神経刺激時の第二成
分では覚醒状態などに影響されることが知られていることから，バイアスの影響を受けている可能性
が考えられた。以上から，バイアスの影響を受けない第一成分が客観的な評価指標として特に有用で
あることを示した。
本研究は口腔感覚の加齢変化を客観的に計測し，その有用性について世界で初めて明らかにしたも
のであり，今後の研究および臨床に寄与すること多大である。よって，本研究は博士（歯学）の学位
授与に値するものと認める。
